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1. 事業名称 第１０回ＪＬＡシミュレーション審査会

2. 事業目的
① 溺者・傷病者に対する救助救護技術の向上と、関係法令に遵守し、専門分野の有識者

指導の下、ライフセーバー間の技術共有を目的とします。
② 医療機関まで『命をリレーする一員』として、ライフセーバーと公的救助機関との連

携能力向上を目的とします。
③ 水辺利用者の安全向上を目的とします。
④ 日本各地の活動環境にあわせたシミュレーションを実施することで、実施者、審査員

ともに様々な想定を学び成長できる機会とするとともに、各地のライフセーバーと公
的救助機関との連携促進を目指します。

3. 日程場所 2025/11/2（日）神奈川県横浜市海の公園

4. 主催 公益財団法人 日本ライフセービング協会

5. 後援 海上保安庁、消防庁
神奈川県、横浜市、公益財団法人横浜市緑の協会

6. 協賛 味の素株式会社、ソニー生命保険株式会社

7. 協力 第三管区海上保安本部、横浜海上保安部、横浜市消防局金沢消防署、
株式会社櫻井興業、株式会社ピースフル、一般社団法人神奈川県ライフセー
ビング協会、東京消防庁ライフセービングクラブ、横浜海の公園ライフセー
ビングクラブ

8．審査項目
①   継続監視要領
② ライフセーバー間の連携要領
③ 傷病者への観察要領
④ 救急隊への引き継ぎ要領
⑤ 観衆への対応要領
⑥ 監視長の指揮要領
⑦ 資器材の適正な取扱い要領
⑧ 環境に配意した対応要領
⑨ 接遇要領
⑩ 関係者の対応要領
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10.想定の概略

① 審査長の「想定はじめ」の合図から審査開始とします。

② ６名態勢で通常の監視業務中に有事が起きたこととします。

③ 他にも遊泳客は存在し、海のコンディションは良好です。

④ 遊泳禁止等の判断は行政・観光協会の３者と協議し決定しているため容易に変更でき
ない状況です。

⑤ 実施者により仮想１１９通報があり、救急隊要請された場合、後に救急隊が到着しま
す。

⑥ 総括の指示で係員が計測を行い、総括の「想定終わり」の合図によって審査終了とし
ます。

⑦ 想定に別途変更などあった場合、当日事前説明時に変更点や付加事項などを実施者に
お知らせします。

11.実施時間 12分間（実施チーム数によって変更します）

12.実施人数 ６名 内訳(監視長１名 監視員５名)

13.使用資器材（地域によって変更の可能性あり）
① レスキューボード、レスキューチューブ、双眼鏡、パイプ椅子、拡声器、ＡＥＤ（訓

練用ＡＥＤ、実機用パット）、バックボード、傷病者記録票（バインダー含む）、
ディスポグローブ、トランシーバー×4基（仮想消防含む）、はさみ、滅菌精製水の
入ったボトル、お湯の入ったボトル、氷のう、毛布、アルコールなど（事前に手に
取って確認することができます）

② その他、普段監視業務で使用している資器材の持ち込みを可能とします。

14.表彰 審査結果により優秀チームを表彰します。

15.参加費 １チーム 6,000円

16.参加数  <ライフセーバー参加数>
                 2025/11/2（日）神奈川県横浜市金沢区海の公園  11チーム（66名）

<審査員、エキストラスタッフ、関係諸機関参加数> 48名 
＜見学・観覧者＞   80名

     合計 194名
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今回の想定の傷病者の主訴をしっかりと聴取すると「熱中症疑い」と判断される容態があった。
傷病者及び関係者から主訴及び状況を十分に聴取し、容態観察を実施した後、「熱中症互い」と判断した場合は
2025年6月1日救助救命本部通知「熱中症対策義務化に伴う労働安全衛生法改正と参考掲示物について」のガイドライン及
び、JLA公式HP掲載の「熱中症に気をつけましょう」に示す通り、予後の対策が求められました。
日陰で休ませるチームもあれば、氷を模した器材を活用するチームもありましたが、ポイントは、十分な聴取と十分な観察
から、適切な対応ができたかで評価が分かれることになりました。
昨今熱中症疑いも少なくないので、今回を機に熱中症に対しての対応を今一度再確認し、ライフセーバーの応急処置として
平準化していきたいものです。

2025年11月2日（日）
神奈川県 横浜市 金沢区 海の公園会場
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東京消防庁ライフセービングクラブの方々も救急隊エキストラとしてご協力くださりました。エキストラとして参加いただ
いた方々の真剣な姿勢は、ライフセーバーの皆さんと一緒に技能向上を目指し、水辺利用者の安全安心につなげたいとの思
いからと伺っています。深く感謝申し上げます。

2025年11月2日（日）
神奈川県 横浜市 金沢区 海の公園会場

救急車内収容時は、メインストレッチャーの転倒事故の危険性が高まるため、ライフセーバーは、サイドについてメインス
トレッチャーを支えるなどの救急隊支援は事故防止の観点から有益と考えます。各地域の公的救助機関と連携していくにあ
たり、監視業務前に支援していいのか確認事項として次第に上げることも必要です。
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10年目の開催となると、
⚫ 観衆への協力要請
⚫ 救急隊への情報共有の時間短縮
⚫ 観衆の制動を含めた掌握
⚫ 現場と監視長間の情報共有の醸成
⚫ 感染対策防護衣の着装技術

全てにおいて、各参加チームの技術の向上を感じました。

実災害に近い状態での環境を作れているのは、ひとえにエキストラ
の方々が作り上げて下さっているからと心より感謝申し上げます。
寒い環境下で何度も演じて下さる事に深く感謝しています。
当事業にとってエキストラの演技力は、最重要事項と考えますが、
経験豊富なベテランから若手まで多くの方が携わって下さったこと
により、エキストラにも学び多い時間となりました。

2025年11月2日（日）
神奈川県 横浜市 金沢区 海の公園会場
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2025年11月2日（日）
神奈川県 横浜市 金沢区 海の公園会場

現場と本部間の無線交信がスムーズに行えないチームが多く散見された。

現場の状況がわからないと、本部で１１９番通報するための情報が得られず、結果１１９番通報が刻々と遅延する。通報開始時
間の早いチームと遅いチームの差が2分以上あった。また、胸骨圧迫開始時間にあっても早いチームと遅いチームの差も２分以
上あった。ここは少しの連携能力向上で救命率が大きく変わる課題ととらえる。
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2025年11月2日（日）
神奈川県 横浜市 金沢区 海の公園会場

救急隊が到着後にライフセーバーとして何ができるか？

写真から見えてくる課題がある。
救急隊は容態観察や、関係者からの情報収集、様々な資器材の搬送、
救急車までの搬入路までの確保、など現状到着後、多くの事項を判断
し行動しなければなりません。

ライフセーバーは、救急隊到着後、そこにいるより、もっと何かがで
きたのではないでしょうか？１人でできることを複数人で取り掛かっ
ている様が少なくありませんでした。

発見できた課題は、来年以降の課題として得るものがありました。
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2025年11月2日（日）
神奈川県 横浜市 金沢区 海の公園会場

JLA活動ガイドラインの感染対策に示す通り、呼気を吹き込んだ後にポケットマスクを外して要救助者の顔に近づくことは
危険行為になります。
また、ガイドラインでは個人防護具（Personal Protective Equipment, PPE）のガウンについて、装備することでCPRな
どの着手遅延は推奨しないと示されている。この事についても、参加チームによってはCPR着手までに最大２分の差がある
ことから、改善が必要な事項になります。

一昨年度の審査会では、ポケットマスクを活用した吹き込
みに漏気があって、十分な換気が出来ていないチームが散
見されましたが、今年度は、どのチームも習熟した技術を
もって漏気なく実施していたと感じます。
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横浜海の公園での開催は今年で4回目となりましたが、参加チームの連携は年々向上していると感じます。

横浜市消防局職員の方々には救急車実機借用などのご協力を賜りました。ライフセーバーにとっては、普段触
ることの無い器材対応への鍛錬となり、水辺の安全に繋がる貴重な機会となりました。

2025年11月2日（日）
神奈川県 横浜市 金沢区 海の公園会場



【 所感 】

第10回目の審査会実施に伴い、早い時期から準備して下さった係員をはじめとし、当日は各

行政様のご支援及び、審査員やエキストラの過分なるご支援あって、大きな学びの場として成

果を上げることができました。

更には、多くの企業様からのご支援があるからこそ継続できていると深く感謝しております。

この事業から得る技術の向上は、我々ライフセーバーのためでなく、多くの水辺利用者にとっ

て安心安全な環境作りの一助になっていると確信しています。

審査会の狙いは、傷病者のいる現場からの情報が監視長に明瞭簡潔に伝達され、適切な観

察・優先順位の選択が、早期１１９番通報や、早期CPR開始などの時間短縮にあります。

この技術の向上は、有事対応時だけでなく、監視業務を含む、すべての行動時にもチームと

して必要不可欠な連携能力です。

消防白書によると

⚫ 救急車の到着時間の全国平均は約10.3分

⚫ 医療機関までの到着時間の全国平均は

 現場到着所要時間が約9.4分

病院収容所要時間は約45.6分

になります。

救急隊が現場に到着してから、通報者や目撃者から状況説明を受け、傷病者自体の病歴や、

事故に至った経緯、傷病者自体の氏名などの個人情報、バイタルなどを聴取し始めたのでは、

医療機関までの到着時間は長くなる一方です。

現場にいるライフセーバーからの早期の119番通報は言うまでもありませんが、救急隊到着

前にライフセーバーができることを実施し、救急隊が到着後に現場を早期出発できるように、

情報を聴取することや、救急車に同情するなどの関係者の確保、傷病者自身の荷物の確保、救

急隊の誘導など、医療機関搬送までのリレーの一員として、挑戦することで、上記に示した

「病院収容所要時間は約45.6分」が40分を切るなど時間短縮に大きな貢献があり、傷病の軽減

や、社会復帰率向上に寄与できると考えます。

今後とも皆さんと共に、高い誇りを持って活動できるよう、邁進していきますので、どうか

お力添えの程宜しくお願いいたします。

公益財団法人 日本ライフセービング協会
救助救命本部

第10回ＪＬＡシミュレーション審査会 実行委員長 菊地太
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